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自
然
と
歴
史
を

ま
も
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

緑
豊
か
な
街
め
ざ
し
名
木
百
選

質
問
、
答
弁
を
記
録
す
る
こ
ど
も
議
員

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
平
野
部
は
開
発
が
進
み
、

緑
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
名

木
百
選
を
機
会
に
、
ま
わ
り
の
木
や

緑
に
目
を
配
り
、
そ
の
保
存
と
街
の

こども模擬議会

代表22人が熱弁

い
附
’
一

ｆ
ａ
’
、

市
で
は
、
国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
十

一
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら

市
議
会
議
事
堂
で
「
子
ど
も
模
擬
議
会
」

を
開
催
。

子
ど
も
の
生
活
を
通
し
て
と
ら
え
た
意

見
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義
の

基
本
で
あ
る
議
会
の
仕
組
を
学
ぷ
こ
と
を

目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
議
長
、
副
議

長
選
出
後
、
槙
島
小
学
校
の
安
永
伊
代
さ

ん
の
質
問
を
は
じ
め
に
、
二
十
二
人
の
代

表
が
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

ま
た
閉
会
に
あ
た
っ
て
「
夢
と
希
望
の

あ
る
宇
洽
市
づ
く
り
を
求
め
る
決
議
」
が

可
決
さ
れ
、
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
模
擬
議
会
の
質
疑
の
内
容

や
感
想
を
、
二
・
三
ペ
ー
ジ
に
集
録
し
て

い
ま
す
。
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緑
化
を
市
民
み
ん
な
で
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

名
木
百
選
の
募
集
は
今
後
も
随
時

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
「
こ
れ
ぞ

名
木
」
と
思
わ
れ
る
木
が
あ
り
ま
し

Ｉ

―

市
街
地
の
水
路
汚
濁

家
庭
排
水
が
影
響

公
害
苦
情

昭
和
五
十
三
年
度
中
に
宇
治
市
に

寄
せ
ら
れ
た
公
害
の
苦
情
は
三
十
五

件
と
昨
年
度
と
ほ
ぽ
同
数
で
、
騒
音

設
部

○
十
一
月
二
十
日
・
＝
生
活
環
境
部

福
祉
事
務
所

Ｏ
十
一
月
二
十
一
日
・
：
現
地
調
査

○
十
一
月
二
十
二
日
・
：
水
道
事
茉

会
計
、
各
特
別
会
計
、
歳
入

○
十
一
月
二
十
六
日
・
・
・
総
括
質
問

の
後
、
討
論
お
よ
ぴ
採
決
を
行

い
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
昭
和
五
十
三
年
度
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
お
よ
び

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
二

議
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
、
す
べ
て
の
日

程
を
終
了
し
ま
し
た

た
ら
、
木
の
所
Ｅ
場
所
や
特
徴
＊
書

い
て
宇
治
琵
琶
三
十
三
、
宇
治
市
役

所
商
工
観
光
課
内
「
名
木
百
選
選
定

委
員
会
」
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

が
十
四
件
と
多
く
、
次
い
で
悪
臭
が

九
件
、
水
貿
汚
濁
五
件
と
続
い
て
い

ま
す
。

こ
れ
を
、
産
菜
分
類
別
で
み
る
と

製
造
業
が
苦
情
の
半
数
の
十
六
件
を

占
め
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
菜
に
も
ク

ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
（
冷
房
用
冷
却
装

置
）
の
騒
音
や
焼
却
炉
の
ば
い
煙
な

ど
へ
の
苦
情
が
七
件
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
害
の
苦
情
件
数
に

含
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
ナ
″

ク
、
喫
茶
店
な
ど
の
音
響
機
器
の
音

や
近
隣
の
騒
音
な
ど
の
苦
情
も
多
く

寄
せ
ら
れ
、
取
締
り
条
例
の
制
定
を

望
む
声
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

騒
音
・
振
動

53年度公害

調査結果

環
境
騒
音
を
市
内
の
居
住
地
を
中

心
に
二
十
地
点
で
夏
季
と
冬
季
の
二

回
、
連
続
二
十
四
時
間
測
定
。
そ
の

結
果
’
W
i
A
J
≪
の
平
均
値
の
環

境
Ｍ
準
へ
の
適
合
率
は
、
昼
間
が
六

〇
％
、
朝
・
夕
が
三
五
％
、
夜
間
が

一
五
％
で
、
前
年
に
比
べ
て
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
内
の
主
要
道
路
七
路
線

付
近
の
騒
音
測
定
の
適
合
率
は
、
昼

間
が
二
九
％
、
朝
・
夕
が
一
四
％
、

夜
間
五
七
％
で
、
年
々
状
況
は
悪
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
道
路
振
動
は
語

準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鉄
道
の
騒
音
・
振
動
を
近

鉄
京
都
線
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
列

車
通
過
時
の
敷
地
境
界
線
の
騒
音
は

一
〇
〇
ホ
ン
、
振
動
は
七
三
デ
シ
ベ

ル
で
、
敷
地
境
界
か
ら
Ｉ
〇
岬
際
れ

た
と
こ
ろ
で
も
、
騒
音
は
七
三
ホ
ン

振
動
は
六
七
デ
シ
ベ
ル
と
高
い
値
を

示
し
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染

宇
治
I
E
の
大
気
の
状
況
は
、
二
酸

化
イ
オ
ウ
の
年
平
均
濃
皮
が
○
・
○

一
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
年
々
Ｓ
少
、
二
酸
化

窒
素
も
○
・
○
一
九
Ｐ
Ｐ
Ｍ
で
環
境

基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
酸
化
炭
素
む
苓
年
三
月

に
交
通
量
の
多
い
大
久
保
・
小
倉
・

六
地
蔵
の
三
地
点
で
測
定
し
た
結
果

一
日
の
平
均
値
が
Ｉ
・
八
～
四
・
八

Ｐ
Ｐ
Ｍ
で
環
境
基
準
の
Ｉ
〇
Ｐ
Ｐ
Ｍ

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
光
化
学
反
応
に
よ
る
大
気

汚
染
は
、
五
月
二
十
七
日
に
は
じ
め

て
の
注
意
報
が
発
令
。
回
数
は
三
回

で
し
た
。
ま
た
、
環
境
基
準
の
一
時

間
値
○
・
○
六
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
超
え
た
時

間
は
、
測
定
時
間
の
六
・
八
％
に
あ

た
る
三
百
三
十
時
間
と
減
少
。
し
か

し
、
注
意
報
発
令
基
皐
の
一
時
間
値

○
・
三
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
上
と
な
っ
た
日

数
は
十
六
日
、
四
・
八
％
と
わ
ず
か

な
が
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

水
質
汚
濁

宇
治
川
の
水
質
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
年
平
均

値
一
・
九
～
三
・
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
で
流
量

も
多
く
比
較
的
良
好
な
水
質
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
な
十
二
の
中
小
河
川
で

は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
は
ほ
ぽ
横
ば
い
。
汚
染

状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
工
場
排
水
は
汚
水
処
理
す
る
な

ど
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
洗
剤

の
界
面
活
性
剤
で
水
質
汚
染
の
原
因

と
な
り
や
す
い
と
問
題
に
な
っ
た
Ａ

Ｂ
Ｓ
も
依
然
と
し
て
検
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
家
庭
排
水
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
Ｉ
’
…
街
地
を
流
れ
る
水
路

・
支
川
が
異
臭
を
放
ち
環
境
上
問
題

が
生
じ
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

◇

Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
・
・
細
菌
が
化
学
分
解
す
る

の
に
必
要
と
す
る
酸
素
の
量
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大
木
・
珍
木
な
ど
5
3
本
集
ま
る

・
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
づ
く
り
」
Ｉ
Ｉ

字
治
市
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、
木
や
そ
の
歴
史
を
残
し
緑
を
大
切
に
し
て
い
こ

う
と
「
名
木
百
辺
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
五
十
三
木
の
名
木

］
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
■

一

木のクムるあでつとひの補候

議
会
だ
よ
り

＜
建
設
水
道
常
任
委
員
会
＞

○
十
一
月
五
～
七
日
・
・
・
下
水
道
事
業

都
市
再
開
発
事
業
な
ど
の
調
査
の

た
め
、
徳
島
・
今
治
・
松
山
の
各

市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

Λ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
ｖ

ｏ
十
一
月
八
日
・
・
・
幼
稚
國
の
教
育
環

境
の
整
備
計
ｍ
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
の
ち
、
宇
治
市
に
お
け
る

幼
児
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
宇
治
市
私
立
幼
稚
國
協
議
会
と

意
兇
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
十
一
月
三
十
日
・
・
・
問
願
審
査
の
参

募
集
は
十
月
十
一
日
か
ら
始
め
、

十
一
月
末
に
第
一
次
分
と
し
て
締
め

切
り
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
中

に
は
、
市
摺
隻
化
財
の
東
笠
取
称

名
寺
の
日
本
梨
、
五
ケ
庄
蔵
林
寺
や

県
神
社
・
許
波
多
神
社
の
ど
れ
も
樹

齢
五
百
年
を
越
え
る
ム
ク
の
木
、
そ

れ
に
東
笠
取
平
出
の
山
桃
、
黄
栗
山

の
み
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
黄
栗
樹
、

平
等
院
の
藤
な
ど
の
木
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

近
々
、
第
二
回
選
定
委
員
会
を
開

き
、
す
で
に
決
定
し
た
選
定
Ｍ
準
に

Ｍ
づ
き
、
一
本
一
本
審
査
を
始
め
、

今
年
度
中
に
は
第
一
回
の
指
定
を
行

う
予
定
で
す
。
選
定
作
業
に
は
数
年

か
け
、
木
を
保
存
す
る
と
と
も
に
。

「
名
木
百
選
集
」
を
発
行
し
、
「
名

木
め
ぐ
り
」
な
ど
も
市
民
や
観
光
客

の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

考
と
す
る
た
め
、
池
田
市
の
心
身

障
害
児
加
設
な
ら
ぴ
に
児
童
館
を

見
学
し
ま
し
た
。

＜
決
算
特
別
委
員
会
＞

日
程
別
の
決
算
審
査
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
十
一
月
十
二
日
＝
・
選
挙
管
理
委
員

会
、
議
会
、
監
査
委
員
、
会
計
課

○
十
一
月
十
四
日
・
・
・
市
民
部
、
農
業

委
員
会
、
教
育
委
員
会

○
十
一
月
十
五
日
・
ふ
恂
管
理
部
、

総
務
部
、
公
債
費
’
ｍ
支
出
金

○
十
一
月
十
六
日
・
・
・
消
防
本
部
、
建

十
一
月
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＜
総
務
常
任
委
員
会
＞

○
十
一
月
二
十
八
日
本
二
月
一

日
・
・
・
財
政
運
営
、
総
合
計
画
な

ど
の
調
査
の
た
め
、
延
岡
・
熊

本
・
久
留
米
の
各
市
を
行
政
視

察
し
ま
し
た
。

＜
市
民
環
境

常
任
委
員
会
＞

○
十
一
月
五
日
・
・
・
農
菜
政
策
の
拡

充
に
つ
い
て
宇
治
市
ｎ
菜
協
同

組
合
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

ほ
か
、
宇
治
市
商
業
ま
ち
づ
く
り

基
ｍ
調
査
報
告
書
な
ど
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

1
1
月
の
委
員
会
活
動

○
十
一
月
七
～
九
日
・
・
・
ゴ
ミ
処
理
対

策
、
商
工
施
策
、
地
拗
産
業
の
振

興
対
策
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
名

古
屋
・
豊
■
梅
・
松
本
の
各
市
を
行

政
視
察
し
ま
し
た
。
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匹皿作１りだ｀

｛

将
来
の
槙
島
の

町
づ
く
り
は

安
永
伊
代
議
員
（
棋
島
校
）

一一一

▽
槙
島
地
域
は
工
業
地
域
で
工
場
が

多
く
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
が
通
過
す
る

横
断
歩
道
に

盲
人
用
信
号
を

渡
ろ
う
と
す
る
危
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
横
断
歩
道
に
ぜ
ひ
盲
人
用
信
号

・
愛
の
ベ
ル
の
設
置
を
。

W
f
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i
≪
a
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.
｡
.
t
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^
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1
1
1
n
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ｘ
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ｃ
i
ｍ と

煙
や
騒
音
が
心
配
で
す
。
将
来
の

槙
島
の
町
づ
く
り
は
。

▼
島
田
市
長
・
＝
町
づ
く
り
に
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
す
。
さ
い
わ
い
、
杭
島
に
は
町

づ
く
り
協
議
会
が
つ
く
ら
れ
一
生
懸

命
活
動
さ
れ
て
お
り
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
京
滋
バ
イ
パ
ス
は
近
く

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
影
響
評
価
）

が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
Ｍ
づ

き
＊
(
企
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。美

し
い

観
光
都
市
に

▽
自
然
の
美
し
さ
を
保
護
し
、
宇
治

川
改
修
が
あ
っ
て
も
亀
石
は
残
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
観
光
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
駅
前
広
場
の
整
備
を
。

▼
島
田
市
長
…
宇
治
川
は
た
い
へ
ん

美
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
そ

か
ら
来
ら
れ
る
人
々
に
喜
ん
で
も
り

え
る
よ
う
、
さ
ら
に
美
し
く
し
て
い

き
た
い
。
亀
石
は
何
ら
か
の
形
で
残

察
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

水
は
け
の
よ
い

運
動
場
に

▽
運
動
場
で
、
行
事
の
前
に
雨
が
降

る
と
す
ぐ
に
水
ぴ
た
し
に
な
る
た
め

延
期
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水

^
-
Ｍ
Ｏ
ｉ
v
Ｃ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｉ
ｌ
ｆ
ｆ
ｉ
こ
Ｍ
ｊ
＼
／
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W
i

安
心
し
て
勉
強

で
き
る
教
室
を

▽
校
合
が
古
く
な
り
困
っ
て
い
ま

す
。
先
日
、
教
室
の
窓
ワ
ク
が
落
ち

る
と
い
う
危
険
な
こ
と
も
t
Ｓ
り
、
早

く
安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
修

理
し
て
ほ
し
い
し
、
ま
た
、
昇
降
口

を
。

▼
教
育
長
・
＝
窓
ワ
ク
に
つ
い
て
は
大

客
蹊
で
す
の
で
、
す
ぐ
調
査
を
し

て
修
理
し
ま
す
。
昇
降
口
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

府
立
総
合
運
動

公
園
に
遊
び
場
を

凹
地
の
場
所
へ
土
砂
を
入
れ
少
し
で

も
艮
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▽
理
科
実
験
室
も
な
く
講
堂
か
小
さ

＼
／
l
｡
J
<
ｔ
!
≪
I
L
l
i
a
｡
(
l
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Ｕ
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岡
田
浩
二
議
員
（
大
開
校
）

▽
近
く
の
大
谷
山
が
住
宅
用
地
に
削

ら
れ
遊
ぷ
場
所
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
府
立
総
合
運
動
公
園
に
遊
ぴ
逍

具
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

▼
島
田
市
長
・
・
・
府
立
総
合
運
動
公
園

は
小
さ
い
こ
ど
も
さ
ん
か
ら
お
年
寄

り
の
方
ま
で
が
幅
広
く
気
軽
に
利
用

で
き
る
広
場
や
、
陸
上
、
テ
ニ
ス
、

野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
競

技
場
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
れ
る
プ
ー
ル
や
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
冒
険
の
森
な

ど
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
を

生
か
し
た
中
で
災
害
な
ど
の
心
配
の

な
い
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
に
喜
ば
れ

る
公
園
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
人
た
ら
と
相
談
を
し
な
が

ら
公
園
建
設
の
計
画
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

広
い
遊
び
場
を

つ
ぺ
っ
て
ほ
し
い

設
備
も
悪
い
の
で
改
築
を
め
ぎ
し

て
、
計
画
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▽
僕
は
二
尾
か
ら
ワ
ゴ
ン
軍
で
通
学

斬
新

■
．
Ｊ
・
・
・゛

‘

皿
‥
‥
‐
‥
‥
‥
…
。
。

一
つ
に
遊
ぴ
場
所
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
遊
べ
る
広

い
遊
ぴ
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

▼
島
田
市
長
・
・
・
現
在
宇
治
市
内
の
運

夢
の
あ
る

科
学
セ
ン
タ
ー
を

▽
校
区
内
に
安
全
で
の
び
の
び
遊
べ

る
広
場
や
運
動
公
園
、
図
書
館
、
夢

を
も
っ
て
研
究
で
き
る
科
学
セ
ン
タ

ー
な
ど
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

ブ
ト
な
ど
体
育
館
か
ら
運
ん
で
い
ま

す
が
時
間
も
か
か
る
し
、
低
学
年
で

は
と
て
も
運
ぴ
き
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

お
茶
く
み
場
が

小
さ
く
危
険

教
室
を
増
築

し
て
ほ
し
い
・

京
滋
バ
イ
パ
ス
で

静
か
な
環
境
が

w
I
＊
"
ｕ
-
W
A
j
J
n
i
-
w
’
<
_
･
’
1
＾
0
4
-

▽
生
徒
数
が
ふ
え
て
教
室
が
た
り
な

く
な
り
、
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
室
が
な

い
の
で
本
棚
を
廊
下
に
出
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
教
室
を
増
築
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
つ
け

て
ほ
し
い
。

▼
教
育
長
・
：
市
で
は
、
今
年
度
図
書

画
路
線
周
辺
部
の
環
境
に
ど
う
影
響

す
る
か
な
ど
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
影
響
評
価
）
を
専
門
の
先
生
に
お

願
い
し
て
お
り
、
近
く
ま
と
ま
る
予

定
で
す
。
計
画
で
は
、
菟
道
地
区
か

ら
宇
治
川
堤
防
の
手
前
ま
で
は
半
地

下
構
造
と
い
っ
て
、
退
路
を
半
分
地

下
に
す
る
こ
と
で
騒
音
防
止
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

車
道
か
ら
両
側
に
二
十
だ
の
植
樹
帯

が
設
け
ら
れ
ま
す
し
、
必
要
に
応
じ

て
防
音
堅
な
ど
を
設
け
て
皆
さ
ん
に

ご
心
配
を
か
け
な
い
よ
う
、
周
辺
地

域
の
騒
音
を
少
な
く
す
る
よ
う
最
大

限
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

皿もごく″″
問質

―

に剣真

富
冒
六
十
平
方
μ
を
増
築
す
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。
設
計
が
出
来
次

第
工
事
に
と
り
か
か
り
、
五
十
五
年

三
月
に
は
完
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
は
ま

ず
特
別
教
室
な
ど
の
も
の
を
整
備
し

た
い
が
、
一
度
に
替
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
も
う
少
し
し
ん
ぼ
う
し

て
ほ
し
い
。

図
書
室
に

多
く
の
本
を

▼
教
育
次
長
・
・
・
学
校
の
図
書
に
つ
い

て
は
児
童
数
に
あ
っ
た
基
準
敗
が
あ

り
ま
す
。
隋
小
倉
校
は
新
し
い
学
校

で
す
の
で
、
今
年
は
三
十
万
円
の
図

通
学
路
を
安
全
に

く
事
故
が
お
こ
り
や
す
い
の
で
、
カ

ー
プ
ミ
ラ
ー
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
・

▼
建
設
部
長
・
・
・
現
直
路
で
は
、
バ
ス

が
通
行
し
て
い
る
の
で
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
は
む
ず
か
し
い
で
す
。

し
か
し
、
十
二
μ
道
路
に
拡
帽
し
専

用
歩
道
を
つ
く
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
川
を
改
修
し
、
上
に

フ
タ
を
し
て
歩
道
に
し
安
全
な
進
学

路
に
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
ま
た

カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
は
、
調
査
し
て
す
ぐ

取
り
つ
け
ま
す
。

６
ｙ

Ｑ
Ｊ

７

広
場
を
地
域
に

つ
く
っ
て
ほ
し
い

▽
学
校
か
ら
帰
っ
て
も
遊
び
場
所
が

な
い
。
安
心
し
て
テ
’
一
ス
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
出
来
る
広
場
を
地
域
に
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

▼
建
設
部
長
・
・
・
市
街
地
で
は
広
い
遊

≪
.
ｍ
!
{
:
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ａ
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ｉ
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い
て
は
、
水
飲
み
場
な
ど
を
年
次
計

画
で
順
次
設
置
し
て
い
く
予
定
で

す
。雨

が
ふ
る
と

危
険
な
通
学
賂

▽
水
路
沿
い
の
通
学
路
で
雨
が
降
る

と
水
び
た
し
に
な
る
場
所
が
あ
り
危

険
で
す
。
一
時
に
増
え
な
い
よ
う
調

M
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.
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ゆ
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活
発
な
一
般
質
問
　
要
旨

公
園
・
遊
び
場
・
図
書
館
を

私たちの願いを実現してほしい

皿
総
贈
臼
謔

山
田
治
彦
議
員
（
宇
治
校
）

・
新
し
い

校
舎
を
早
く

Ｊ

瀕

■ ¨
■
¨

■ 四
殲
’
．

ワ
ゴ
ン
車
で
通
学

で
き
る
よ
う
に

体
育
倉
庫
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
長
・
・
・
体
育
倉
庫
の
設
置
は
、

各
学
校
と
も
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
平
盛
、
御
蔵
山
校
の
二
校

に
建
て
る
予
定
で
す
。
今
後
も
哲

二
校
程
度
、
叶
画
的
に
設
置
す
る
考

’
。
。
■
一
回

い
Ｊ
四
¨
一
一
¨■

｀

乱
Ｅ
瀕

擬

参
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芦

圖
冒
言
回
間
間
言
目
回
言
自
亘
回
目
冒
冒
四
囲
圖
回
目
鬘
目
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市

私たちの願いを実現してほしい

Ｉ３ぐ

号
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
国
道
2
4
号

線
大
久
保
交
差
点
で
す
。

盲
人
の
方
が
安
心
し
て
横
断
で
き

る
よ
う
に
信
号
の
設
置
に
つ
い
て
警

い
。

▼
教
育
次
長
・
・
・
運
動
場
は
体
育
の
教

･
ａ
-
で
あ
り
大
切
な
加
設
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
運
動
場
の
迦
い
所
、

ん
。
早
く
新
し
い
校
合
と
、
お
も
い

き
り
走
れ
る
広
い
グ
ラ
ン
ド
を
。

▼
島
出
市
長
・
・
・
市
内
の
新
し
い
学
校

と
く
ら
べ
れ
ば
符
別
教
室
も
少
な
く

Ｌ
Ｌ
Ｅ
「
斟
訂
財
割
引
対
訳
列
斜
影
岫
糾
帽
イ
乱
訓
鮒
昌

鈴
賢
い
片
肘
い
言
鍵
荷
引
Ｕ
言
疑
似
野
付
ド
ジ
ヽ
Ｅ
仁

世
界
に
は
ま
だ
、
戦
争
で
芦
し
み
、

食
べ
物
が
無
く
て
死
ぬ
こ
ど
も
、
病

気
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
、

学
校
へ
も
行
け

な
い
こ
ど
も
が

大
勢
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ら

は
、
こ
の
こ
ど

も
た
ち
と
比
べ

る
と
、
は
る
か

自
然
の
恵
み
の
豊
か
な
市
で
、
古
く

か
ら
、
平
等
院
の
よ
う
な
国
の
宝
を

持
ち
続
け
て
き
た
市
で
す
。
こ
れ
ら

ぐ
通
じ
て
い
る
街
路
樹
の
通
り
、
学

校
と
家
の
間
に
図
書
．
咄
が
ぶ
も
て
、

郊
外
に
は
一
年
中
い
ろ
ん
な
花
が
か

夢
と
希
望
の
あ
る

宇
治
市
づ
く
り
を

流
を
深
め
て
、
お
互
い
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
開
か

決議

に
幸
せ
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
を
大
切
に
し
て
、
宇
治
市
が
、
住
む

工
業
が
進
ん
で
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
め
に
便
利
で
、
し
か
も
進
歩
し
て

た
け
れ
ど
も
、
そ
の
反
面
、
公
害
に
い
く
町
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

苦
し
み
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
人
、
交
通
が
便
利

に
な
っ
た
そ
の
か
げ
で
、
交
通
事
故

が
増
え
て
、
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

す
。例

え
ば
、
家
が
き
れ
い
に
茲
ぴ
立

ち
、
学
校
・
病
院
・
役
所
な
ど
、
み

ん
な
が
必
要
と
す
る
建
物
が
便
利
な

わ
る
が
Ｃ
-
Ｇ
咲
く
公
園
。
い
ろ
ん
な

組
み
合
わ
せ
が
き
れ
い
に
で
き
た
ら

ど
ん
な
に
ず
ば
り
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。夢

が
I
S
り
、
希
望
が
持
て
る
宇
治

市
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
わ
た
し

た
ち
の
意
見
を
少
し
で
も
多
く
実
現

れ
た
１
宇
治

市
こ
ど
も
模

擬
議
会
」
に

お
い
て
、
わ

た
し
た
ち
こ

ど
も
議
員
一

同
は
、
宇
治

市
の
小
学
生
の
仲
間
た
ら
す
べ
て

の
願
い
を
こ
め
て
、
こ
こ
に
決
議

い
た
し
ま
す
。

昭
和
5
4
年
1
1
月
2
4
日

宇
治
市
こ
ど
も

模
擬
議
会

一

■

一一

】
万

一
‘

一
一

一
一

］

一一

一
年
生
が
一
人
入
学
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
池
尾
か
ら
も
ワ
ゴ
ン
軍
で
通
学

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
島
田
市
長
…
二
尾
地
区
か
ら
の
ワ

ゴ
ン
軍
は
五
十
三
年
十
一
月
か
ら
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

の
池
尾
地
区
へ
の
ワ
ゴ
ン
軍
の
運
行

に
つ
い
て
も
、
新
一
年
生
の
通
学
の

安
全
を
図
る
た
め
必
ず
実
施
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
す
。

体
育
倉
庫
を

つ
く
っ
て

ぼ
く
は
、
議
長
と
い
う
大
役
が

果
た
せ
る
か
ど
ぅ
か
始
ま
る
ま
で

心
配
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ｔ
艮
局

長
さ
ん
や
竹
林
議
長
さ
ん
が
親
切

に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
少

し
は
気
が
楽
に
な
っ
た
と
い
う
も

の
の
I
K
が
i
K
で

ほく達の願いを

１日も早く

Ｓ
ダ
ら
９

西
小
倉
地
域
に

緑
地
公
園
を

と
思
い
ま
し
た
。
各
学
校
の
議
員

さ
ん
達
が
質
問
し
た
事
や
お
願
い

し
た
事
や
、
ぼ
く
達
が
い
つ
も
願

っ
て
い
る
事
が
一
日
も
早
く
実
現

し
た
ら
ど
ん
な
に
う
れ
し
い
だ
ろ

う
。

つ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

各
学
校
の
議
員
の
質
問
、
そ
れ

に
答
え
て
く
れ
る
市
長
さ
ん
。
ぼ

く
た
ち
の
議
会
は
一
日
で
終
り
だ

が
、
こ
ん
な
事
を
く
り
返
し
て
お

ら
れ
る
議
員
さ
ん
逮
は
大
変
だ
な

－
鋤Ｉ・
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対
し
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
ｙ
に
、
く
Ｉ

だ
さ
い
。
市
長
さ
ん
、
ぽ
く
遠
の
一

宇
治
市
の
た
め
に
、
体
に
十
分
気
一

を
つ
け
て
が
ん
ば
り
続
け
て
く
だ
Ｉ

市
長
さ
ん
、
ぽ
く
達
の
願
い
に

さ
い
。

～

初
め
、
議
長
の
吉
田
君
や
議
員
の
で
、
ま
た
背
中
を
ま
っ
す
ぐ
に

の
人
達
と
、
う
ま
く
や
れ
る
か
な
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
だ
か
ら

あ
、
と
心
配
で
し
た
け
ど
、
み
ん
で
す
。

な
い
い
人
達
ば
か
り
で
よ
か
っ
た
副
議
長
は
、
議
長
の
吉
田
君
と

で
す
。
食
事
の
時
、
と
な
り
の
席
く
ら
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

だ
り
た
Ｗ
永
さ
ん
と
は
お
話
が
で
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
と
て
も
む
ず

他の学校の代表

と交流して

い
ち
ば
ん
困
っ
だ
の
は
、
背
中
を

ま
っ
す
ぐ
に
し
て
す
わ
っ
て
い
る

と
、
し
ん
ど
い
こ
と
で
す
。
し
ん

ど
ぐ
な
っ
た
の
で
、
い
す
の
背
に

も
た
れ
よ
う
と
す
る
と
、
議
員
の

人
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
か
は
る

か
し
か
っ
た
し
、
つ
か
れ
ま
し

た
。だ

け
ど
、
他
の
学
校
の
代
表
の

人
達
に
あ
え
た
の
で
、
私
は
副
議

長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

－・ＩＩ●－″
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Ｓ
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公
園
を
遊
っ
て
ほ
し
い
。

▼
元
広
助
役
・
・
・
現
在
の
西
宇
治
運
動

公
園
を
野
球
場
、
芝
生
の
広
場
、
池

の
あ
ろ
庭
園
な
ど
を
備
え
た
公
園
に

整
備
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
年
か
ら
年
次
的
に
用
地

を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

矢
落
踏
切
に

安
全
施
設
を

館
と
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
早
く
琵
嘸

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
幼
児
死
亡
事

故
の
あ
っ
た
国
鉄
奈
良
線
の
。
矢
落

踏
切
’
に
安
全
施
設
を
つ
け
、
安
心

し
て
通
れ
る
通
学
路
に
。

▼
島
田
市
長
・
・
・
体
育
館
と
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
一
年
し
ん
ば
う
し
て
ほ

し
い
。
五
十
六
年
に
は
、
移
転
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
落

踏
切
の
警
報
機
に
つ
い
て
は
、
市
か

ら
警
報
機
設
置
の
要
望
書
を
出
し
そ

の
巾
で
耳
鉄
の
調
泰
昌
つ
て
い
ま

す
の
で
、
五
十
五
年
四
月
に
は
設
置

！
・
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
ｔ
７
Ｉ
・
Ｉ
．

７
ｊ
Ｉ

の
土
地
所
有
者
か
ら
借
地
で
ｆ
ｔ
ｆ
Ｏ
Ｈ

う
な
所
が
あ
れ
ば
、
市
は
借
地
契
約

を
し
て
運
助
広
場
に
整
備
し
た
い
と

考
兄
て
い
ま
す
。

公
園
を
ひ
ろ
く

し
て
ほ
し
い

▽
地
域
の
公
園
は
九
ヵ
所
あ
る
が
、

の
び
の
ぴ
遊
べ
る
の
は
Ｉ
カ
所
だ
け

で
す
。
も
っ
と
公
園
を
広
く
し
て
ほ

し
い
し
、
水
道
栓
・
便
所
・
時
計
を

つ
け
て
ほ
し
い
。

▼
建
設
部
長
・
・
・
明
星
町
一
丁
目
に
あ

る
公
園
に
隣
接
し
て
市
有
地
が
約
首

八
十
平
方
μ
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
場

所
に
つ
い
て
は
今
年
度
中
に
広
く
す

る
た
め
の
整
備
工
事
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
設
の
公
園
の
う
ち
、
面

積
が
五
百
平
方
μ
以
上
の
も
の
に
つ

将
来
に
希
望
が
も
て
る

長
時
間
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
さ

れ
る
巾
、
議
会
の
仕
組
み
を
体
験
し

島
田
市
長
お
礼
の
あ
い
さ
つ

て
い
た
だ
き
大
変
ご
く
り
っ
さ
ま
で

し
た
。

長市田島るべ
のをつさ

Ｉ
Ｉ

″
Ｗ

あ

ま
た
、
市
議
会
の
議
長
さ
ん
は
じ

め
議
員
の
皆
さ
ま
方
、
さ
ら
に
育
友

会
の
皆
さ
ま
、
学
校
の
先
生
方
ご
く

ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

今
日
、
直
接
皆
さ
ん
の
切
実
な
要

里
を
お
聞
き
し
て
、
お
答
え
し
た
も

の
も
あ
る
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
『
λ
る
だ
け
皆
さ
ん

の
要
望
を
と
り
あ
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
丈
す
。

■
今
日
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
に
議
会

に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
質
問
を
聞
き

ま
し
て
、
し
っ
か
り
し
て
る
と
感
じ

ま
し
た
し
、
な
れ
な
い
所
で
長
い
時

間
限
一
っ
て
、
大
変
つ
か
れ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い

礼
儀
の
正
し
さ
は
、
す
ば
ら
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
皆
さ
ん
の
少
年
の
心
に

未
来
を
か
け
ら
れ
る
、
将
来
に
希
里

を
持
て
る
と
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
今
、
決
議
文
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
を
十
分
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
ご
妥
望
の
う
ち
で

笠
取
に
人
口
が

増
え
る
よ
う
に

▽
交
通
を
便
利
に
し
て
働
く
と
こ
ろ

や
宅
地
を
つ
く
っ
て
、
笠
取
の
人
口

が
増
え
る
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
。

▼
島
田
市
長
・
・
・
笠
取
地
域
の
自
然
を

生
か
し
な
が
ら
地
域
が
発
展
す
る
山

の
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
近
く
地
斌

の
代
表
の
方
と
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
、
他
の
地
域
の
町
づ
く
り
の
手
本

に
な
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
計
画
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
る
も
の
か
ら
手
を
つ
け
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
の
中
で

出
て
い
た
い
ろ
い
ろ
な
共
通
問
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
ぶ
が
少
な

い
、
い
ろ
ん
な
本
が
ほ
し
い
と
い
う

声
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
議
員
と
な
っ
た
こ
の
機

会
に
、
各
小
学
校
に
五
十
冊
位
の
本

合
計
一
千
冊
ほ
ど
を
、
議
会
に
Ｅ
い
お

願
い
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
備

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
、
学
校
の
先
生
に
相

談
し
て
い
た
だ
い
て
、
良
い
本
を
各

学
校
に
備
え
て
い
た
だ
き
、
し
っ
か

り
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
ず
れ
ま
た
、
皆
さ
ん
が
大
き
く

な
れ
ば
、
こ
の
議
会
の
議
場
に
座
る

人
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た

新
し
い
議
会
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

幼
い
、
少
年
時
代
の
よ
き
思
い
出

と
し
て
、
今
後
も
し
っ
か
り
勉
強
し

そ
し
て
ま
た
健
康
で
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
の
い
う
こ
と
を
よ
ぐ
聞
い

て
、
り
っ
ぱ
な
生
徒
と
し
て
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
す
ば
ら
し
く
す
す
ん
で

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お
願

い
し
て
、
私
の
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ

に
い
た
し
ま
す
。
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わ
ず
か
に
値
動
き

第
２
回
灯
油
価
格
調
査
（
2
0
日
現
在
）

市
で
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
第
二
回
目
の
灯
油
価
格
調
査
を

十
一
月
二
十
日
に
行
い
ま
し
た
。

調
査
店
数
は
、
小
売
店
五
十
三
店

と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
三
十
店
の
八

十
三
店
で
す
。
調
査
結
果
は
表
の
と

お
り
で
、
市
内
平
均
の
廬
頭
渡
し
価

格
は
千
百
十
五
円
、
宅
配
価
格
は
千

百
五
十
二
円
と
、
第
一
回
目
の
調
査

時
。
（
十
一
月
一
日
）
よ
り
も
店
頭
ｍ

今
同
は
址
性
保
護
の
一
つ
と
し
て

「
生
理
休
暇
」
に
つ
い
て
説
川
し
ま

し
ょ
う
。

。
生
Ｆ
は
将
来
の
妊
娠
に
そ
な

え
て
の
準
備
活
動
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
一
股
に
身
体
の
抵
抗
力
が
弱

ま
り
疲
れ
や
す
く
、
そ
の
日
に
勁
く

こ
と
は
相
当
な
苦
痛
を
と
も
な
う
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
ｍ
労

価
や
ト
ノ
ー
レ
に
も
行
き
に
く
い
職
場

で
は
、
子
宮
に
異
常
を
起
こ
し
た
り

し
刄
小
妊
の
以
閃
に
も
な
ぶ
と
い
わ

れ
て
い
ま
ず
。

労
基
法
で
保
障

し
価
格
で
八
円
、
宅
配
価
格
で
九
円

の
値
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
店
頭
但
し
価
格
で
は
千

二
十
円
の
最
安
値
の
店
が
あ
る
一
方

で
、
最
多
販
売
値
が
二
十
円
も
上
昇

す
る
な
ど
高
値
に
安
定
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
別
に
み
る
と
、
ど
の

地
域
も
一
様
に
値
上
が
り
し
て
い
ま

す
が
、
東
宇
治
地
域
は
や
や
高
値
の

で
は
「
使
用
者
は
、

が
著
し
く
困
難
な

女
子
又
は
生
理
に

有
害
な
業
務
に
従

事
す
る
女
子
が
生

理
休
暇
を
E
i
i
S
求
し

た
と
き
は
、
そ
の

者
を
就
菜
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
」
と

女
子
特
有
の
生
理

④
母性保護

の
障
害
か
ら
婦
人
労
働
者
の
身
体
を

保
護
す
る
た
め
の
規
定
を
し
て
い
ま

す
。こ

こ
で
い
う
。
生
理
に
有
害
な
業

務
’
と
は
、

そ
こ
で
、
労
働
基
準
法
六
十
七
条
①
労
働
時
間
の
大
半
が
、
立
ち
作
業

傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

小
売
店
と
ス
タ
ン
ド
を
比
較
す
る

と
、
小
売
店
で
は
や
や
値
上
が
り
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
ス
タ
ン
ド
の

方
は
あ
ま
り
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
調
査
で
は

十
一
月
一
日
の
第
一
回
調
査
と
比
べ

て
、
新
た
に
取
扱
店
が
増
え
た
こ
と

余
翼
期
に
入
っ
た
こ
と
な
ど
の
変

化
は
あ
る
も
の
の
、
価
格
面
で
は
急

を
必
要
と
す
る
仕
事

０
罹
し
ぐ
精
神
的
、
ま
た
は
肉
体
的

緊
張
を
必
要
と
す
る
仕
事

③
任
意
に
作
業
を
中
断
で
き
な
い
仕

事

の
運
搬
、
け
ん
引
、
持
ち
上
げ
、
そ

の
他
筋
肉
的
労
働
を
必
要
と
す
る

仕
事

激
な
蛮
動
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
調
査

後
の
十
二
月
一
日

に
は
、
大
幅
な
値

上
り
が
あ
り
ま
し

た
が
、
消
費
者
と

し
て
さ
ら
に
灯
油

の
情
勢
に
関
心
を

強
め
る
必
妥
が
あ

り
ま
す
。

な
お
、
商
工
観

光
課
消
貨
災
誕

で
は
、
灯
油
に
関

す
る
困
り
ご
と
の

第２回灯油価格調査結果

(18リットル当りの価格)

鶏゜

一
淫
量
潜
嗇

け
目
白
白
川
」

昌
圭
一

゛

七
三
温
黛
廿

卜
。
１
１
１

Ｊ
Ｊ
ヱ

１ １

裕
一
万
一

一
体
別
均
別
均

一

万
ぴ

9 1

1
1
1
1
1
’

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
理
休
暇
の

期
間
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
が
、
婦
人
労
働
者
が
請
求
す
る
期

間
と
さ
れ
、
使
用
者
か
ら
一
方
的
に

限
定
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
た
だ
、

便
用
者
が
有
給
の
期
間
を
限
定
す
る

の
は
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、
我
が
国
に
お
け
る
生
理

３店Ｅ皿

忘
れ
ず
に

年
末
調
整
を

生
理
休
暇

卯
身
体
の
振
動
、
ま
た
は
衝
讐
心
と

も
な
う
仕
事
な
ど
で
す
。

生
理
休
暇
は

本
人
の
請
求
で

生
理
休
暇
は
原
則
的
に
如
人
労
働

者
の
晴
求
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
特
別
の
証
明
な
ど
は
必
要

し
か
し
、

実
際
に
生
理

休
暇
を
と
っ

て
い
る
如
人

労
働
者
は
ま

休
暇
に
関
す
る
状
況
を
見
て
み
ま
し
だ
ま
だ
少
い
の
が
現
状
で
す
。

よ
う
。

た
と
え
ば
。
生
理
休
暇
は
三
日
以

内
ま
で
有
給
と
す
る
’
な
ど
、
就
業

規
則
で
決
め
て
い
る
事
業
所
は
全
体

の
九
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

六
割
の
事
業
所
が
生
理
休
暇
を
有
給

で
保
障
し
て
い
ま
す
。

母
性
保
護
の
た
め

み
ん
な
で
理
解
を

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
生
理
休
暇
が
と

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
「
い
や

み
を
言
わ
れ
る
」
「
生
休
盈
｀
求
す

る
の
が
は
ず
か
し
い
」
「
同
僚
に
仕

Ｑ
Ｏ

狭

｛
【

嗚
゛
一

Ｒ

政
．
．
″

i

な
お
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
昭
和

五
十
五
年
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
の
間
に
宇
治
税
務
署
へ
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
災
害
や
盗
難
に
よ
り
雑
損
控
除
を

飲酒運転をなくそう

来
年
の
一
月
十
日
ま
で
「
飲
酒
運

転
追
放
市
民
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

年
末
年
始
に
は
飲
酒
の
機
会
か
多

く
な
り
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な

交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
か
聞
か
れ
ま

す
。
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
被
害
者
ば

か
り
で
な
く
家
族
を
も
犠
牲
に
お
い

や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
だ
け
で
な
く
、
絶
対
飲

酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な

案
内

を
買
っ
た
人

・
年
収
額
一
千
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
た
り
、
ニ
カ
所
以

上
か
ら
給
与
を
m
：
て
い
る
人

く
わ
し
く
は
宇
治
税
務
署
（
電
話

０
４
１
４
１
番
）
へ
。

（
宇
治
税
務
署
）

■
■
■
■
．
事
の
し
わ
寄

せ
を
す
る
の

で
…
…
」

「
休
み
の
間

の
仕
事
が
あ

一
と
で
負
担
に

な
る
」
な
ど

し

生
理
休
暇
を

と
り
に
く
い
ふ
ん
い
気
や
条
件
も
あ

り
ま
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
私
た
ち
が
、
婦

人
労
働
者
の
母
性
機
能
が
労
働
に
よ

っ
て
そ
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
と
の

母
性
保
護
の
趣
旨
を
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
制
度

が
人
間
社
会
の
未
米
に
つ
な
が
る
ん

だ
と
言
う
く
ら
い
の
大
き
な
気
持
ち

で
、
み
ん
な
で
話
合
っ
て
生
理
休
暇

を
と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
交
通
労
政
課
）

■
親
子
映
画
の
つ
ど
い

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
宇
治
映
画
同

好
会
と
公
民
館
で
は
、
第
二
回
「
親

子
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
ふ
皆
盛
日
（
土
）

１
回
目
＝
午
後
１
時
～
２
時
半

２
回
目
＝
午
後
３
時
～
４
時
半

▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館
（
市
民

・
会
館
）
３
階
大
会
議
富
一

▽
上
映
作
品

・
「
魔
法
使
い
チ
ャ
ッ
ピ
ー
～
こ
ん

に
ち
は
フ
Ｈ
l
l
＾
ク
ス
～
」
‐
魔

法
の
国
の
チ
ャ
″
ピ
ー
が
、
魔
法

の
バ
ト
ン
を
も
っ
て
弟
と
地
球
へ

行
き
、
心
あ
た
た
ま
る
楽
し
い
お

話
を
展
開
し
ま
す
。
（
カ
ラ
ー
2
5

分
）

・
「
海
を
呼
ぶ
少
年
」
Ｈ
十
三
歳
の

少
年
ト
リ
ト
ン
が
真
白
な
イ
ル
カ

の
ル
カ
ー
と
共
に
、
海
の
平
和
を

取
り
も
ど
す
た
め
に
闘
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
仲
間
と
出
合
い
な
が
ら
だ

く
ま
し
ぐ
成
長
し
て
い
く
物
語
で

す
。
（
カ
ラ
ー
6
0
分
）心

公
民
館
）

一
和
装
着
付
教
室

▽
と
亭
・
・
1
2
月
2
1
日
（
金
）
か
、

2
2
日
（
土
）
の
ど
ち
ら
か
１
日
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
。

▽
詞
師
・
・
・
日
本
和
装
総
合
学
院
の

斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
。

▽
受
詞
料
・
：
無
料

な
お
先
着
3
5
人
で
締
切
り
ま
す
。

申
込
は
、
市
民
会
館
内
の
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
電
話
０
２
３
１
５

番
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

募
集

■
身
障
者
福
祉
電
話

市
で
は
、
こ
と
し
も
二
台
の
身
体

障
害
者
福
祉
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
電
話
は
、
外
出
す
る
こ
と
が

困
難
な
ｍ
度
の
障
害
者
に
緊
急
連
絡

な
ど
の
手
段
と
し
て
お
貸
し
し
、
電

話
料
金
を
扶
助
す
る
も
の
で
す
。

▽
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

・
宇
治
市
内
に
住
み
、
前
年
の
所
得

税
が
非
課
税
の
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
・
二
緻

で
、
1
8
歳
以
上
の
人

・
緊
急
連
絡
お
よ
ぴ
コ
ミ
こ
ケ
ー

ジ
’
ン
の
手
段
と
し
て
必
要
と
認

め
ら
れ
る
人

こ
れ
ら
三
つ
の
条
件
に
あ
た
り
、

電
話
設
置
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
来

年
１
月
3
1
日
ま
で
に
福
祉
課
障
害
福

祉
係
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）
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